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予算案

市
民
文
化
七
丿
タ
ー
と
斎
場
を
重
点
に
建
設

31団体の市民が参加した市民音楽会（2月6日宇治市公民館で）

宇
治
市
の
こ
と
し
の
町
づ
く
り

の
基
本
と
な
る
昭
和
五
十
八
年
度

の
当
初
予
算
案
が
こ
の
ほ
μ
浚
と

ま
り
、
三
月
二
日
か
ら
始
ま
っ
た

市
議
含
歯
釜
で
審
議
さ
れ
て
い

ま
す
。
予
算
額
は
、
総
額
で
三
百
九
十

八
億
四
百
十
一
万
円
。
一
般
会
計

と
各
特
別
会
計
の
内
容
と
歳
入
歳

出
の
内
訳
は
二
・
三
面
の
表
と
グ

ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

私
は
就
任
以
来
「
清
潔
に
し
て

活
力
の
あ
る
宇
治
市
建
設
」
牽
の

ざ
す
こ
と
舎
茉
理
念
と
し
、
そ

の
だ
の
に
三
つ
の
基
本
姿
勢
と
六

一
般
心
］
計
は
前
年
度
の
当
初
予

算
と
比
べ
て
一
五
・
四
％
の
増
加

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
今

年
い
よ
い
よ
着
工
す
る
市
民
文
化

セ
ン
タ
ー
の
五
十
八
年
鷹
分
建
設

事
業
費
と
し
て
十
九
億
四
千
二
百

万
円
、
同
じ
ぐ
今
年
着
工
の
市
営

斎
場
建
設
事
業
費
に
八
億
六
千
七

百
八
十
二
万
円
夕
計
上
し
て
い
る

た
め
で
す
。

こ
の
伸
び
率
は
国
家
予
算
の
Ｉ

・
四
％
、
府
予
算
の
三
・
一
％
の

伸
び
に
比
べ
る
と
大
幅
な
伸
び
率

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

特
殊
要
因
奮
除
く
と
○
・
○
三
％

の
伸
び
と
な
り
未
了
。

予
算
案
編
成
に
あ
だ
り
基
本
と

し
た
考
え
方
は
、
①
国
の
緊
縮
予

算
を
考
慮
し
つ
つ
も
、
「
清
潔
で

活
力
あ
る
宇
治
市
の
建
設
」
に
向

け
て
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
と
斎
場

施政方針演説をする池本市長

環
境
の
も
と
に
あ
り
ま
す
。
本
市

財
政
も
、
長
び
く
不
況
の
も
と
、
歳

入
の
大
半
を
占
め
る
市
税
収
入
の

伸
び
は
杢
7
期
待
で
き
な
い
う

及
び
教
育
施
設
建
設
な
ど
、
可
能

な
限
り
実
施
計
画
の
積
極
的
実
行

政
凶
る
②
住
民
負
担
の
適
正
化
を

図
る
た
め
、
公
私
立
保
育
所
の
保

育
料
、
諸
証
明
手
数
料
の
引
政
王

げ
、
が
ん
検
診
の
一
部
負
担
夕
行

う
③
一
般
経
常
経
費
に
つ
い
て
は

効
率
的
な
執
行
に
努
め
マ
イ
ナ
ス

シ
ー
リ
ン
グ
と
す
る
の
三
点
で
す
。

山
間
部
の
二
小
学
校

鉄
筋
校
舎
へ
改
築

事
業
と
し
て
め
ざ
ま
し
い
も
の
は
、

六
十
三
年
京
都
国
体
に
む
け
て
新

た
に
建
設
を
は
じ
の
る
都
市
計
圃

街
路
宇
治
槙
島
線
に
二
億
四
千
二

百
万
円
や
、
市
営
五
ヶ
庄
福
角
団

地
の
木
造
二
十
三
戸
舎
慾
肋
三
階

建
て
三
十
六
戸
に
建
て
替
え
る
事

業
に
四
億
二
士
〈
百
万
円
、
ま
た

明
星
園
に
併
設
さ
れ
る
特
別
養
護

参
人
ホ
ー
ム
へ
の
建
設
補
助
金
二

千
四
百
万
円
、
歴
史
資
料
館
準
備

経
費
一
千
七
十
六
万
円
な
ど
で
す
。

教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
債
務

負
担
行
為
で
笠
取
小
学
校
と
霊
取

事
業
の
予
算
編
成
は
、
六
つ
の
第
二
小
学
校
の
木
造
老
朽
校
舎
を

基
本
政
策
に
哉
つ
い
て
さ
れ
て
お
鉄
筋
校
舎
に
改
築
す
る
た
胞
〈
億

り
、
そ
の
主
な
も
の
は
二
・
三
面
八
千
二
百
万
円
、
仮
称
南
宇
治
第

に
各
政
策
ご
と
に
上
げ
て
い
ま
す
。
二
中
学
校
用
地
造
成
進
入
路
に
六

二
大
重
点
事
業
か
際
い
て
新
規
億
二
百
万
円
か
計
上
し
て
い
ま
す
。
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予
算
特
別
委
員
会
で

1
2
日
か
ら
集
中
審
議

市
議
会
で
は
、
提
案
さ
れ
た
各

予
算
を
集
中
審
議
す
る
た
め
、
四

日
に
十
七
人
で
構
成
す
る
予
算
特

叙
花
を
図
る
一
方
、
経
費
で
切

り
つ
め
ら
れ
る
も
の
は
極
力
節
減

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
福
祉
や
保
健
に
係
る
施

策
、
制
度
は
、
困
難
な
財
政
状
況

の
も
と
に
あ
っ
て
趾
匹
退
さ
せ
な

い
ぷ
つ
重
点
的
に
財
源
の
裏
付
け

を
行
う
一
方
、
負
担
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
応
分
の
負
担
を
し
て
い

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
委
員
長

に
村
田
省
蔵
議
員
、
副
委
員
長
に

川
口
信
博
議
員
夕
選
出
。
今
後
、

と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
大
重
点
事
業
で
あ
る
市
民
文

化
セ
ン
タ
ー
と
斎
場
建
設
は
両
者

と
も
久
し
ぐ
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
五
十
八
年

度
に
着
手
し
、
斎
場
は
五
十
九
年

三
月
、
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
は
五

十
九
年
秋
に
完
成
し
皆
様
の
期
待

に
こ
た
え
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
下
で
も

実
施
計
画
を
着
実
に
実
行

い
さ
さ
か
も
変
る
も
の
で
は
な
く

そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
強
い

行
政
意
思
を
も
っ
て
取
り
組
ｗ
ｓ

ば
な
ら
な
い
課
題
や
十
分
検
討
を

要
す
る
諸
施
策
夕
達
成
す
る
た
め

の
行
政
の
主
体
的
意
思
を
明
＾
Ｇ
ｏ

に
し
て
い
康
ｙ
。

五
十
八
年
度
は
、
国
、
地
方
を

問
わ
ず
か
っ
て
な
い
厳
し
い
財
政

え
に
、
自
主
財
源
と
し
て
大
き
な

ウ
ェ
イ
ト
タ
ａ
め
る
地
方
交
付
税

も
昨
年
度
に
比
し
て
大
幅
に
減
額

さ
れ
る
予
側
の
も
と
、
か
っ
て
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
厳
し
い
状
況

に
直
面
し
て
い
ホ
チ
。

し
た
が
っ
て
予
算
編
成
に
あ
た

っ
て
は
、
ま
ず
限
ら
れ
た
財
源
を

効
率
よ
く
配
分
し
事
業
の
重
点
化

た
だ
ぐ
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
基
本
政
策
に
従
っ
て
予

算
を
配
分
し
て
お
り
ま
す
が
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
も
と
で
も
市
民

の
要
望
に
こ
た
え
福
祉
の
向
上
を

図
り
、
行
政
沓
事
羅
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
経
済
情
勢
を
勘
案

す
る
中
で
総
合
計
画
に
属
つ
く
実

施
計
画
を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ

と
く
に
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、

市
民
文
化
心
一
館
と
歴
史
資
料
館
、

中
央
公
民
館
。
中
央
図
書
館
及
び

地
区
公
園
奮
川
え
た
複
合
施
設
で

す
。
こ
の
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の

建
設
を
契
機
と
し
て
市
民
の
皆
様

の
自
主
的
な
文
化
活
動
の
高
ま
り

を
一
層
期
待
し
て
お
り
季
ｙ
。

ま
た
、
く
ら
し
の
周
辺
整
備
や

大
野
光
春
さ
ん

宇
治
巾
自
治
功
労
者
の
大
野
光

春
さ
ん
（
宇
治
半
白
一
二
〇
）
は
、

二
月
二
土
ハ
日
、
急
性
心
ぶ
全
の

た
め
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
五
十
九

歳
。大

野
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
四
年

五
月
か
ら
四
土
（
年
四
月
ま
で
宇

治
市
議
三
期
夕
務
め
ら
れ
、
地
方

自
治
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
慎
し
ん
で
ご
め
い
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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予
算
特
別
委
員
会
一
で
は
十
二
日
と

十
五
日
か
ら
十
八
日
、
二
十
二
日

か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
日
程
で
、

慎
咀
に
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
会
議
で
は
、
提
出
さ

れ
て
い
る
予
算
案
を
は
じ
め
条
例

の
制
定
や
一
部
改
正
な
μ
か
審
議

さ
れ
、
議
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

本
会
議
は
傍
聴
で
Ａ
ま
す
の
で

ぜ
ひ
一
度
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
に
関
す
る
事
業
は
、
前

年
度
の
水
準
か
羅
持
す
る
ぷ
っ
に

努
力
し
て
お
り
ま
ず
。
さ
ら
に
教

育
施
設
に
つ
い
て
は
、
最
後
の
木

造
校
舎
と
し
て
残
っ
て
い
る
山
間

部
の
二
小
学
校
の
校
舎
建
て
替
え

と
、
仮
称
南
宇
治
第
二
中
学
校
の

建
設
に
従
来
に
も
増
し
て
積
極
的

に
取
り
組
む
決
意
で
す
。

同
和
対
策
に
つ
い
て
は
、
環
境

の
改
善
や
啓
発
事
業
な
ど
総
合
的

に
同
和
行
政
を
進
め
て
い
き
未
了
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
行
う
に
当
り
、

職
員
研
修
や
機
構
改
革
な
ど
一
層

内
部
努
力
を
重
ね
る
と
と
も
に
、

低
成
長
下
の
新
し
い
地
域
詫
笞

展
望
し
、
行
政
の
守
備
範
囲
に
つ

い
て
も
見
直
し
を
図
り
、
併
せ
て

民
間
活
力
の
導
入
に
つ
い
て
も
積

極
的
に
進
め
て
い
く
考
凡
で
す
。

以
よ
、
清
潔
に
し
て
活
力
の
あ

る
市
政
推
進
を
決
断
と
実
行
力
に

よ
っ
て
遂
行
す
る
党
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
。

清
潔
で
活
力
あ
岑
地
域
め
ざ
す

　
市
議
会
三
月
定
例
会
は
、
二
日
開
会
さ

れ
、
そ
の
日
の
本
会
議
で
池
本
市
長
は
、

昭
和
五
十
八
年
度
市
政
の
運
営
方
針
と
施

策
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
新
年
度
予
算

は
、
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
と
斎
場
建
設
を

重
点
に
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
で
も

く
ら
し
や
福
祉
に
関
す
る
事
業
は
後
退
さ

せ
な
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一層さかんな文化活動を

市民音楽会
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つ
の
基
本
政
策
を

定
め
で
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
、

今
日
の
本
市
を
と

り
ま
く
内
外
の
諸

情
勢
の
変
化
に
も

施政方針

　（要旨）



＾だより 1983年（昭和58年）3月11日発行（2）

゛、一般会計と各特別会計を合

1398億411万円の予算規模とな

：昭和58年度予算案の中におり

・いる主な事業をお知らせしま

予算案は、4月から向こう1

政をすすめる基本となるもの

：お、この予算案は2日に開会

循会で慎重に審議されていま

10ｆｌ！ｌ，229万円

　道路・河川・公園

【〉道路や排水路，橋，河川などの

　維持修繕費2億5，730万円

C〉道路や排水路，橋，河川などの

　新設・改良・改修費

　　　　　　　　6億9，751万円

に〉私道舗装新設事業補助金

　　　　　　　　　　　　200万円

C〉都市計画街路事業（川東京大線

　宇it’，横島線．下居大久保線，新

　宇治淀線）5億1，080万円

C〉西宇治公園拡張事業

　　　　　　　　　2億7，560万円

C〉北山児童公園fr設事業

　　　　　　　　　1億6，099万円

に〉南山第二’jt童遊園整備事業

　　　　　　　　　　　1，024万円

C〉都市下水路築造事業（西宇治・

　東宇治）1億7，000万円

　まちづくり

C〉市民文化センター建設事業（58

　年度分）19（，S4，200万円

C〉仮称宇治市斎場建設事業

　　　　　　　　　8（16，782万円’

C〉第二次宇治市総合計画策定経費

　　　　　　　　　　　　493万円

じ〉土地利用計画策定経費400万円

［＞市営五ヶ庄福角団地建て替えホ

　業4億2，676万円

t〉市営五ヶ庄野添団地建て替え基

　本計画策定事業165万円

　防災

【〉市有林造林等整備事業507万円

E〉消防m設整備事業2，178万円

　環境

C〉古紙回収事業報償費525万円

C〉清婦車購入事業2，980万円

E〉城南衛生管理組合（ごみ，し尿

　処理）分担金9f．t5，568万円

レ公害対策経費462万円

くらしの周辺

と都市基盤の

整備

歳入歳出の内訳

（一般会計予算案）
21億6，467万円
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　一一・－－

C〉生活保護i

’k・〃・●l心〃4

　心s・■IJノJ■″｜〃四’｜ノJノ
　　　　　　　　廠1億6，011万P

E〉北横島小学校新設事業，（日本f

廠宅都市整備公団立て替え施行）

　　　　廠5億3・，916万F

　スポーツノ廠

［〉各種指導者養成事業81万P

C〉各種体育団体育成補助金

　　　　　　　　　　　　225万Ｐ

r＼曰片ま毀奴聴｜｛士路抒レn－ロ＆
心特別養護老人ホーム建設補助金’肖＝■゜’－ノに只χllJ匹・■ｊ4ふ・ｊ・3／

■■■■nj八八てｍ■37万Ｆ

　E〉障害者福祉都市推進事業

　　　　　　　　　　　　3，219万P

C〉民生委員経費1，642万F］

【〉宇治市心身障害児（者）共同作身

　　所運営補助金1，354万P

　C〉心身障害児母子通園事業

　　　　　　　　　　　　3，567万F

　D敬老会事業4，914万P

C〉ひとり暮らし老人乳酸菌飲料酉

　　付事業廠149万F

　C〉民間保育所運営補助金

■■1・■1億4，394万F

　　教育‥‥‥‥

　Ｄ私立幼稚園就園奨励費11億F

　k工IAlf、lしI廠ｌ〃ｌｒｌ－ゝ～・－Ｊ

　一一　c〉歴史資料館準備経費1，076万I

　c〉埋蔵文化財発掘調査費500万｜

　　く■らし・■
　c〉交通指導員配置事業926万I

c〉宇治市勤労者住宅資金融資制丿

　預託金廠1億3，000万｜

　保健

　t＞予防接種経費4，835万l

a結核予防対策1，255万｜
　Ｋふ1ふー。ん古斗／4悒叩田
にWdノゝフrai＾Bタマ哨V日－iSS’Ｈｊ

　ん・子宮がん・乳がん検診）

　　　　　　　　　　　　3，410万｜

心／－＿44．ふー－lm心ぶJ太皿リ；7ぶ；；S7■4“｀■≒i（l；＝；ぷ（）伝！？病患者収芦委託事
・1□」TPW】

．心●1・tf－－¬

　レ゛尽m子剛－．月ss火’sm峰．形s．買
　　　　　　　　　　　　　43万F

　t〉青少年対策に要する経費

　　　　　　　　　　　1，087万F

　レ小・中学校校舎増築（山城学手

建設公社立て替え施行分＝宇i

　　小給食室、横島中（技術棟）、1

　治中、西小倉中分）｀廠

　　　　　　6億3，830万『

　［〉小学校増改築（山城学校建設j

　。社立て替え施行分＝笠取小校舎

　　屋内体育館、笠取第二小校舎）

　　債務負担行為4億3，300万F

　レ小・中学校用地等取得造成事j

　　（土地開発公社立て替え施行づ

　　7笠取小・笠取第二小、仮称p

　　宇治第二中）債務負担行為

　　　　　　　　　　8億5，100万F

　　（日本住宅都市整備公団立て｜

【〉保健医療センター運営経費

　　　　　　　　　　3，860万i

皿－／応ロT閃－Ξv不皿ia厚Ti／7－

－mt＾＾’ル］

／9
jJll・

．

ツ｜la台ljJ

j

▲三種混合予防接種（保健医療センターで

．ニテイー；
建設事業（小規模集会所

力所）2，480万円

ｔ加

希書作成経費660万円

Ｅ備計画書印刷費150万円

商工

Ｃ〉宇治市中小企業低利融資制度預

託金4，500万円

Ｃ〉商店街共同事業資金融資制度預

託金1，000万円

農業

【〉水田利用再編対策事業補助金

644万円

【〉宇治茶振興対策事業補助金

1，059万円

［〉農業用ため池ｍ備事業812万円

Ｃ〉松くい虫予防駆除事業568万円1

観光

【〉名木百選写真集印刷費249万円

【〉国鉄宇治駅前観光案内板設置事

業250万円

【〉観光センター管理運営費

1，060万円

58年度予算案
主な施策と予算
額

福祉・保健経費も重点に

活力ある地
場産業の振
興

市民自治の確
立と新しい

地域社会の形

成

心のふれあい
と市民文化の
向上

一般会計
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昭和58年度当初予算規模

会計区分

一般会計

特別会計

交通災害共済事業

国民健康保険事業

公共下水道事業

住宅新築資金等貸付

事業

老人保健事業

都市計画事業用地
先行取得事業

簡易水道事業

（新設）

農業共済事業

公営企業（水道事業）

ｆ
＾
”
ｉ
1
’
Ｗ
ｉ
ｉ
い
Ｎ
ｉ
ｌ
1
1

特別会計合計

総計

昭和58年度

予算額

－印

26，182，882

45，090

3．964．090

1．559．404

65，216

5．533．515

22，486

180，922

34．943

2．，215，569

13，621，235

39，804，117

昭和57年度

予算額

－ｆ・Ｆ

22，682，826

44，433

3，835，807

678，604

56．783

452，185

（12月新政）

・77，600

（12月新設）

0

33．266

2，124，893

7．303，571

29，986，397

ヤ”・゛乙”一一－－－ミ

心ａ・―Ｗ・う．ぺ…………－゛二二二二戸こ平にｔ

伸率

15．4

1．5

3．3

129．8

14．9

1123．7

△71．0

－

5．0

4．3

86．5

32．7

公
共
下
水
道
事
業
で
は
、
予

算
総
額
十
五
億
五
千
九
百
四
十

万
四
千
円
で
、
五
十
七
年
度
当

－Ｓ－’Ｗ－’゜’りー－

▲薬品沈殿池新設工事が行われる宇治浄水場

Ｉ

柳
ｙ

ｆ

Ｘ
や
～
ぺ
ｆ
．
、
ｉ
‘

▲予算が重点配分される福祉・保健事彙（北木幡保育所で）

ここで

わせ総額

りました

込まれて

しょう。

年間の市

です。な

された市

す。

消防費

7億Ｓ，74Ｓ万円

宇
治
市
国
民
健
康
保
険
事
業

で
は
、
前
年
度
に
比
べ
三
・
三

％
増
の
三
十
九
億
六
千
四
百
九

万
円
夕
計
上
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
医

療
費
の
急
騰
に
よ
り
、
厳
し
い

運
営
登
震
な
ぐ
さ
れ
て
お
り

保
険
料
の
平
均
九
り
の
引
声
正

げ
を
含
む
予
算
編
戌
夕
仔
っ
て

い
康
叉

公
共
下
水
道

会
計

国
保
事
業
会

計

歳
入
で
は
、
保
険
料
土
八
億

三
百
四
十
九
万
九
千
円
、
国
Ⅲ

支
出
金
二
十
二
億
四
千
五
百
九

土
八
万
四
千
円
、
一
般
会
計
繰

入
金
九
千
三
百
五
十
万
円
な
ど

夕
計
上
。
歳
出
で
は
、
療
養
給

付
費
な
μ
恐
二
十
二
些
〈
千
五

百
二
十
三
万
一
千
円
、
高
額
療

養
ｅ
Ｐ
ｉ
ｅ
七
千
二
百
三
万
九
千

円
、
助
産
費
四
千
五
百
六
十
万

円
、
葬
祭
賢
一
千
百
六
十
万
円
、

保
健
施
設
費
一
千
四
十
五
万
円

な
戸
岑
計
上
し
て
い
‘
’
チ
。

初
予
算
と
比
ベ
ー
二
九
・
八
％

と
大
幅
に
伸
び
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
国
庫
補
助
全
〈

億
九
百
二
万
四
千
円
、
下
水
道

事
業
債
七
億
八
享
ギ
万
円
、

預
金
利
子
三
百
万
円
か
計
上
し
、

残
り
二
億
三
千
八
亘
〈
十
八
万

円
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

か
計
上
し
て
い
‘
’
チ
。

歳
出
で
は
、
宇
治
川
右
岸
管

渠
（
下
水
道
管
）
布
設
事
業
費
、

宇
治
川
右
岸
と
木
津
川
流
域
関

連
下
水
道
事
業
に
か
か
る
実
施

設
計
、
地
質
調
査
委
託
料
な
ど

兌
Ｂ
せ
て
四
億
八
千
八
百
十

九
万
円
か
計
上
し
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
の
予
算
額
は
、
二

十
二
億
一
千
五
百
五
土
八
万
九

千
円
で
、
五
土
（
年
藍
初
予

算
と
比
べ
四
・
三
％
の
増
と
な

っ
て
い
水
子
。

収
入
で
は
、
水
道
料
金
十
二

億
七
千
五
百
五
十
二
万
八
千
円
、

諸
手
数
料
五
士
〈
十
一
万
七
千

円
、
工
事
収
益
四
千
四
百
六
十

八
万
五
千
円
の
ほ
か
加
入
金
な

ど
見
Ｂ
せ
て
十
五
億
九
千
二

百
五
十
一
万
七
千
円
か
計
上
。

支
出
で
は
、
第
四
次
新
設
拡

張
事
業
と
し
て
、
宇
治
浄
水
場

薬
品
沈
殿
池
新
設
工
事
な
ど
に

三
億
二
千
四
百
万
円
、
施
設
改

良
で
は
、
配
水
管
改
良
工
事
な

ど
に
三
千
八
百
四
十
三
万
円
を

計
上
し
て
い
毒
了
。

水
道
事
業
会
計

処
理
場
建
設
費
で
は
、
前
年

度
に
引
き
続
意
落
川
右
岸
公

共
下
水
道
終
末
処
理
場
建
設
を

行
シ
た
め
の
経
費
な
ど
で
八
億

八
千
百
二
十
七
万
四
千
円
か
計

上
し
て
い
季
ｙ
。

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う

場
合
、
一
般
会
計
と
歳
入
歳
出
を
切
り

離
し
て
別
に
経
理
す
る
こ
と
が
適
当
と

さ
れ
る
場
合
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

都
市
基
盤
整
備
を
め
ざ
す
公
共
下
水
道

や
、
国
保
、
水
道
な
ど
特
別
会
計
に
つ

い
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

民生・福祉関係

ｔ〉特別養護老人ホーム建設に補助金

保健・衛生関係

ｃ〉乳がん検診を実施【〉伝染病患者収容委託事業を実施（京都市立病院）【〉仮称宇治市斎場を建設ｃ〉笠取簡易水道を58・59年の2ヵ年で敷ＳＳ：

観光・農業関係

〉名木百選写真集を発行【〉国鉄宇治駅前観光案内板を設置ｃ〉農業用ため池（白川奥ノ池）を整備．Ｃ二都市関係

ｒ〉市営住宅（五ヶ庄福角団地）を鉄筋3Ｆ｛？建36戸に建て替えＥ〉市営住宅（五ヶ庄ｆｆ添団地）の建て替え基本計画を策定ｃ〉小ｍ集会所を3ヵ所新ｉＳ：じ〉土地利用計ｍを策定

主
な
新
規
事
業

【〉第二次総合計画の策定準備Ｅ〉市民文化センターを建設（58年度登）【〉都市計画街路（宇治横島線・新宇治淀線）を整備【〉南山第二児童遊薗を整備⊂二二

教育関係

【〉社会科副読本「わたしたちの宇治」を作成じ〉就学前懇談会を設置【〉歴史資料館準備（所在・文書目録の作成）Ｅ〉国体啓発のために広報紙発行【〉笠取小学校、笠取第二小学校の校舎、屋内運動場を増改築（債務負担行為）Ｃ〉仮称南宇治第二中学校用地造成、校舎、屋内運動場を新築（債務負担行為）⊂二

その他

〉庁舎（議会棟）の備品購入

Ｃ〉善法地区内道路改良事業

2億9，275万円

Ｃ〉河原地区道路改良事業

6，683万円

市民自治の
確立と新し
い
地域社会の
形成

市民1

［〉地域Ｉ

Ｃ〉地域！

ｊ
、
‘
1
5
戸
お
／

その他

じ〉「議会だより」発行経費

328万円

じ〉議会テレビ中継委託料230万円

Ｅ〉庁舎（議会棟）備品購入費

4，000万円

ひ吽治市政だより」発行経費

2，328万円

その他

同和対策事業の

推進

58年度予算

案

主な施策と予

算額

特
別
会
計
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第9回善法文化祭3月19日・20日

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
も
う
1

と
、
三
月
十
九
日
出
、
二
十
日
間

の
二
日
間
、
善
法
隣
保
館
で
第
九

回
善
法
文
化
祭
が
開
か
れ
ま
す
。

善
法
文
化
祭
は
、
地
域
の
文
化

活
動
の
向
上
と
地
域
の
人
び
と
の

親
睦
を
深
め
、
部
落
問
題
の
解
決

を
め
ざ
ｙ
た
め
開
か
れ
る
も
の
で

す
。善

法
保
育
所
保
護
者
公
一
の
み
な

さ
ん
が
制
作
さ
れ
て
い
る
「
現
在

の
地
域
模
型
」
と
、
昨
年
つ
く
ら

れ
た
「
三
十
数
年
前
の
地
域
模
型
」

も
展
示
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
土
に

親
元
で
い
た
だ
こ
フ
早
在
ね

り
コ
ー
ナ
ー
か
設
け
る
な
ど
多
彩

な
催
し
と
な
っ
て
い
未
了
。

部
落
問
題
の
解
決
は
行
政
の
貴

務
で
あ
り
市
民
一
人
ひ
と
り
の
課

題
で
す
。
部
落
問
題
を
理
解
す
る

場
と
し
て
、
ま
た
、
憲
法
が
保
障

「現在の地域模型」に取り組む保護者会の皆さん

し
て
い
る
基
本
的
人
権
に
つ
い
て

考
兄
る
機
会
と
し
て
、
善
法
文
化

祭
に
ぜ
ひ
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。

▼
作
品
展
一
Ｔ
3
月
1
9
・
2
0
日
、

午
前
9
時
～
午
後
4
時
（
牛
ぼ

花
・
書
道
教
室
の
作
品
、
保
育

所
園
児
・
保
護
者
会
の
作
品
、

趣
味
の
作
品
な
ど
）
。

▼
茶
会
（
野
点
）
、
模
擬
店
、
土
ひ

ね
り
コ
ー
ナ
ー
・
：
2
0
日
、
午
前

1
0
時
～
午
後
ふ
時
。

（
社
会
教
育
課
・
善
法
隣
保
館
）

お
知
ら

せ
市
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
説
明
会

昭
和
五
十
八
年
四
月
二
十
四
日

執
行
予
定
の
宇
治
市
議
会
議
員
一

般
選
挙
で
の
立
候
補
届
出
、
選
挙

運
動
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
き

ホ
チ
。▼

と
き
・
・
・
3
月
2
2
日
脚
、
午
後

1
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市

職
員
会
館
（
宇
治
下
居
1
3
の
1
）

▼
対
象
・
：
立
侯
補
予
定
者
ま
た
は

そ
の
代
理
人
併
せ
て
Ｉ
人
以
内
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
）

消
防
職
員
を
募
集

市
で
は
、
消
防
職
員
を
一
人
募

集
1
ま
す
。
▼
対
象
・
・
・
昭
和
3
3
年

4
月
2
日
か
ら
4
0
年
4
月
1
日
ま

で
に
生
奔
れ
、
通
勤
時
間
が
1
時

間
以
内
の
男
子
▼
第
一
次
試
験
・
：

3
月
1
6
日
出
午
前
9
時
半
か
ら
宇

治
市
職
員
会
館
▼
試
験
内
容
・
：
消

防
職
員
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び

教
養
に
つ
い
て
の
筆
記
試
験
と
作

文
▼
申
し
込
み
・
・
・
3
月
Ｈ
日
か
ら

1
5
ｍ
ま
で
に
、
市
販
の
履
歴
書
に

最
近
6
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写

宇治十帖展
3月20日から宇治市観光センター

真
を
ほ
っ
て
心
要
事
項
を
記
入
し
、

職
員
課
に
あ
る
申
込
書
夕
添
え
て

職
員
課
ま
で
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

郵
送
に
よ
る
受
け
付
け
は
行
い
ま

せ
ん
。
（
職
員
課
）

養
護
職
員
を
募
集

▼
対
象
・
・
・
昭
和
2
8
年
4
月
2
日

以
降
3
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
女
子
で
、
養
護
教
諭
の
免
許

状
を
有
す
る
人
丈
ぼ
回
答
月

3
1
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
▼

採
用
予
定
人
員
Ｌ
人
▼
試
験
…

3
月
2
0
日
面
、
午
前
9
時
か
ら
市

教
育
委
員
会
で
▼
申
し
込
み
・
・
・
市

販
の
履
歴
書
に
記
入
し
、
最
近
6

ヵ
月
以
内
の
写
真
夕
ほ
り
、
申
込

ふ
る
さ
と
を
訪
ね
る
宇
治
十
帖

展
が
開
か
れ
乖
ｙ
。
お
気
軽
に
お

越
1
こ
だ
さ
い
。
無
料
。

〈
展
一
雲
〉
▼
4
・
・
・
3
晶
日

間
ふ
谷
間
、
午
前
9
時
～
午
後

・一－－－～｜

・

・

・

・

・

・

・

・

書
夕
添
え
て
3
月
1
4
日
か
ら
ふ
月

1
9
日
正
午
ま
で
に
市
教
育
委
員
会

総
務
課
ま
1
郵
送
で
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
。
申
込
書
と
採
用
試
験

実
施
要
項
は
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

（
総
務
課
）

ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者

▼
学
校
給
食
調
理
員
・
：
①
調
理

師
免
許
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
②

1
年
間
を
通
じ
て
毎
週
月
～
木
曜

日
の
う
ち
、
1
1
2
回
勤
務
可
能

な
人
▼
養
護
職
員
・
・
・
看
護
婦
、
保

健
婦
、
養
護
教
諭
の
免
許
を
取
得

し
て
い
る
人
▼
小
・
中
学
校
、
幼

稚
園
用
務
員
・
：
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
。
ご
希
望
の
人
は
。
市
販
の
履

歴
書
に
記
入
し
、
写
真
添
付
の
う

ぇ
3
月
2
6
日
ま
で
に
教
育
委
員
会

総
務
課
ま
で
。
（
総
務
課
）

小
・
中
学
校
の

宿
日
直
代
行
者

▼
対
象
・
・
・
2
0
歳
以
上
の
男
子
と

女
子
▼
勤
務
時
間
・
：
5
8
年
4
月
～

5
9
年
3
月
、
宿
直
（
午
後
5
時
～

翌
朝
8
時
）
、
日
直
（
午
前
8
時
～

午
後
5
時
）
、
半
日
直
（
正
午
～
午

後
5
時
）
▼
勤
務
場
所
…
市
教
育

委
員
会
が
指
定
▼
申
し
込
み
・
：
市

販
の
履
歴
書
に
記
入
し
、
写
真
添

付
の
う
ぇ
3
月
2
6
日
ま
で
に
教
育

委
員
会
総
務
課
ま
で
。
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
書
類
選
考
。

（
総
務
課
）

第
2
回

小
倉
公
民
館
ま
つ
り

多
数
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
館
を

5
時
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
市
観
光
セ

ン
タ
ー
▼
内
容
・
：
宇
治
市
公
民
館

版
画
サ
ー
ク
ル
や
拓
本
サ
ー
ク
ル

な
ど
の
作
品
。

〈
宇
治
十
帖
古
跡
め
ぐ
り
〉
▼
と

…
…
…
…
。
…
…
…
…
…
…
…

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
第
Ｈ
部
「
作
品
展
」
〉

▼
と
き
・
：
3
月
程
苗
・
2
0
日

間
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
、
2
1

日
励
は
午
前
9
時
～
午
後
3
時
▼

と
こ
ろ
・
：
小
倉
公
民
館
。

〈
第
ｍ
部
「
人
形
劇
の
集
い
」
〉

▼
と
き
…
3
月
2
5
日
廊
、
午
後

1
時
半
ト
3
時
半
▼
出
演
団
体
・
・
・

小
倉
子
ご
ヤ
ハ
形
劇
団
、
人
形
劇

団
ま
つ
ぽ
っ
く
り
他
▼
出
し
物
…

当
日
の
お
楽
し
み
で
す
。
入
場
は

無
料
で
す
。
（
小
倉
公
民
館
）

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

市
・
府
民
税
の
申
告

市
・
府
民
税
の
申
告
は
お
す
み

で
す
か
。
五
十
八
年
度
の
里
劫

限
は
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。
ま

だ
の
人
は
す
ぐ
に
申
告
し
て
ぐ
だ

さ
い
。

市
で
は
、
三
月
十
二
日
の
土
曜

日
も
午
後
五
時
ま
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
（
市
民
税
課
）

地
域
整
備
計
画

策
定
協
議
会

菟
道
・
明
星
町
の
地
域
整
備
計

画
の
策
定
の
た
め
協
議
会
を
開
き

ま
す
。
住
民
の
方
は
傍
聴
で
き
ま

す
。▼

と
き
・
：
3
月
‥
1
1
日
宙
、
午
後

7
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
三
室
戸

集
会
所
。
（
企
画
課
）

市
民
歩
こ
う
会

▼
と
き
・
・
・
3
月
1
3
日
面
▼
集

合
・
：
午
前
8
時
4
5
分
、
市
民
会
館

前
▼
コ
ー
ス
・
・
・
電
車
で
嵐
山
ま
で

き
・
・
・
3
月
2
1
日
脚
、
午
前
1
0
時
に

宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
に
集
合
▼

内
容
・
入
イ
キ
ン
グ
形
式
で
古
跡

盈
石
車
ｙ
。
▼
申
し
込
み
・
：
宇

治
観
光
協
会
（
豊
⑩
3
3
3
4
）

へ
。

1
0
0
人
で
締
め
切
り
ま
ず
。

〈
宇
治
十
帖
ス
ラ
イ
ド
映
写
心
一
〉

▼
と
き
・
・
・
3
月
訂
品
一
、
2
6
日
出
、

い
ず
れ
も
午
零
瓜
Ｔ
3
時
▼
と

こ
ろ
・
・
・
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
▼

内
容
・
・
・
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
宇
治
十

帖
め
ぐ
り
。（

宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
）

行
き
、
嵐
山
城
跡
か
ら
松
尾
神
社

ミ
朽
7
＊
0
°
名
所
の
散
策
も
か

ね
て
▼

‘ 雨
天
の
握
？
・
3
月
2
0
日

㈲
に
延
期
、
ま
た
2
0
日
が
璽
大
の

と
き
は
2
7
日
に
。
交
通
費
は
各
自

負
担
、
昼
食
持
参
。
（
市
民
体
育
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば
デ
ー

3
月
2
1
日
脚
を
ス
ポ
ー
ツ
ひ
り

ば
デ
ー
と
し
て
、
市
内
各
地
域
で

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば
を
開
幸
栄
ｙ
。

▼
午
前
1
0
時
～
正
午
・
：
ゲ
ー
ト

ポ
ー
ル
＝
伊
勢
田
小
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
ｌ
ｌ
大
開
小
⑩
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
＝
南
小
倉
小
＠
。
ゾ
フ
ト
ボ

ー
ル
＝
小
倉
小
▼
午
後
1
時
半

～
3
時
半
…
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ー

木
幡
小
切
卓
球
＝
ｔ
ｇ
道
第
二
小

図
▼
午
後
Ｌ
時
半
～
4
時
半
・
・
・
テ

ニ
ス
ー
黄
槃
コ
ー
ト
。
秀
株
育

館
（
上
靴
持
参
）
。

（
市
民
体
育
課
）

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

▼
と
章
・
・
・
3
月
2
0
日
間
、
午
前

8
時
半
工
…
…
時
半
受
付
▼
集
合

場
所
・
：
太
陽
が
丘
南
芝
生
広
場
▼

ク
ラ
ス
・
距
離
・
・
・
個
人
約
8
♂
、

家
族
組
二
般
組
約
6
♂
、
ジ
ュ

ニ
ア
組
約
4
♂
▼
競
技
方
式
…
ポ

イ
ン
ト
Ｏ
Ｌ
▼
参
加
料
・
：
無
料

雨
具
、
赤
鉛
筆
を
用
意
の
こ
と
。

吊
民
体
育
課
）

保
健
予
防
年
間
日
程
表

昭
和
五
十
八
年
度
分
の
「
保
健

予
防
年
間
日
程
表
」
は
、
市
政
だ

よ
り
三
月
二
十
一
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
（
保
健
衛
生
課
）

③

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は
、
起
源
前

五
⊥
ハ
世
紀
、
ギ
リ
ジ
ャ
ー
ロ

ー
マ
時
代
に
既
に
ジ
ー
プ

と
呼
ば
れ
で
栽
培
洽
れ
で
い
た

ら
し
｝
ぐ
、
西
洋
文
明
の
発
祥
と

と
も
に
進
化
発
展
し
で
浙
た
野

菜
と
い
え
る
。

原
産
地
は
地
中
海
沿
岸
の
暖

地
。
イ
タ
リ
ア
、
フ

ラ
ン
ス
裏
窪
し
、

十
二
世
紀
に
不
ペ
イ

ン
、
土
ハ
世
紀
に
は

イ
ギ
リ
ス
、
ア
ジ
ア

に
は
十
七
世
紀
に
伝

わ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ

大
陸
へ
は
十
九
世
紀

初
め
イ
タ
リ
ア
系
移

民
に
よ
っ
で
も
た
ら

さ
れ
、
第
二
次
大
戦

中
、
家
庭
菜
園
用
に

奨
励
さ
れ
で
か
ら
急

速
に
普
及
し
た
。

わ
が
国
へ
は
明
治

き
、
一

こ
の
夏
場
の
苗
の
管
理
と
台
風

が
農
家
の
悩
み
の
種
。
収
穫
は

食
用
に
す
る
と
こ
ろ
ほ
厳
密

に
言
う
と
花
で
も
つ
ぼ
み
で
も

な
く
、
花
穂
分
花
期
の
花
芽
が

発
育
を
停
止
し
、
次
々
に
密
着

し
た
も
の
と
い
わ
れ
、
。
非
常
に

珍
し
い
も
の
だ
。

無
機
質
や
ビ
タ
ミ
ン
類
が
中

心
だ
が
、
タ
ン
パ
ク
質
も
含
ま

れ
、
繊
維
質
が
少
な
い
の
で
病

人
食
に
は
最
適
。

サラダに最適

カリフラワー

初
期
に
導
入
さ
れ
た
が
。
京

浜
地
方
で
わ
ず
か
に
生
産
さ
れ

い
た
だ
け
。
一
般
化
し
た
の
は
、

高
度
経
済
成
長
期
以
後
で
、
宇

治
市
内
に
栽
培
さ
れ
た
の
は
五

年
ほ
ど
前
か
ら
。
現
在
七
戸
。

一
・
一
石
、
約
二
十
五
ノ
奎
只

都
市
場
へ
出
荷
し
て
い
る
。

別
名
を
″
ハ
ナ
ヤ
サ
イ
”
と

呼
ば
れ
る
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
越
年

性
植
物
。
七
月
中
旬
に
種
を
ま

料
理
法
は
、
う
ま

み
が
沌
吊
す
い
の

で
蒸
す
方
が
よ
い
が
、

蒸
に
チ
ぎ
に
注
意
。

ゆ
で
る
な
ら
水
浴
ぎ

し
た
小
麦
粉
を
加
え

る
の
が
コ
ッ
。
サ
ラ

ダ
、
グ
ラ
タ
ン
、
フ

ラ
イ
な
ど
に
よ
く
あ

ラ
が
、
シ
チ
ュ
ー
、

ス
ー
プ
、
鍋
物
な
ど

煮
こ
み
に
も
よ
い
。

目
先
き
を
変
え
で
ピ

ク
ル
ス
に
し
で
お
く

と
肉
料
理
の
付
け
合

わ
せ
に
思
手
る
。

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
と
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
は
、
全
く
別
の
よ
う
だ
が

本
質
的
に
は
同
に
も
の
。
イ
タ

リ
ア
で
栽
培
し
て
い
る
古
く
か

ら
の
品
種
で
は
、
収
籍
蔚
の
遅

れ
た
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
が
ま
る
で

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
よ
ｙ
つ
に
緑
化

し
て
。
売
ら
れ
て
い
る
そ
う
で

す
か
ら
。

大きく育ったカリフラワー（槇島町で）

166

さ
る
二
月
二
十
二
日
未
明
、
昔

な
つ
か
し
い
只
1
1
蒸
気
機
関
車
一

両
が
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー
に
乗
っ
て

太
陽
が
丘
に
到
着
。

こ
の
Ｓ
Ｌ
は
、
太
陽
が
丘
子
と

も
広
場
の
開
設
の
た
め
、
国
鉄
か

ら
お
嫁
入
ひ
し
た
も
の
で
、
最
後

は
北
海
道
の
原
野
か
走
っ
て
い
ま

し
た
。

約
一
ヵ
月
か
け
て
化
粧
直
し
を

し
て
、
三
月
二
十
日
に
は
姿
か
見

せ
ア
ぐ
れ
ホ
チ
。

’
▲
ク
レ
ー
ン
で
組
み
立
て
ら
れ
る
ｓ
Ｌ
（
2
月
2
2
日
午
前

1
0
時
、
太
陽
が
丘
で
）

ＳＬ太陽が丘へ

▲大型トレーラーに乗せられて、宇治の街を走るＳＬ

（2月22日午前4時）

あなたも参加しませんか

催
し

太
陽
が
丘

京都

私
の
台
所

宇
治
の
特
産
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